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請 願 文 書 表 

蒲郡市議会 平成 25 年 12 月定例会 

受 理 番 号  ３ 

受理年月 日  平成２５年１０月２２日 

件 名 
介護保険要支援者への保険給付継続のため、国に意見書提出を求

める請願書 

請 願 者 の 

住所及び氏名 

名古屋市熱田区沢下町９－７ 労働会館東館３階３０１号 

愛知県社会保障推進協議会 

議長 森 谷 光 夫 

請願の要 旨 ○請願趣旨 

国は来年の通常国会に提出予定の介護保険法改正案において、

すべての要支援者（要支援１，２）を市町村が実施する事業に移

し替える方向を打ち出しています。受け皿となる市町村の事業

（地域支援事業）には、サービスの質や運営に関わる国の基準は

設けず、ボランテイアでも対応可能なものとして検討されていま

す。サービスの内容や自己負担額などすべて市町村任せというこ

とです。このままでは現行の予防サービスの水準から大幅に後退

したものになることは間違いありません。 

要支援者は、介護サービスの必要がない「支援不要」者ではあ

りません。様々な疾病や障がいを抱えながら訪問介護や通所サー

ビスを利用することによって在宅での生活を続けている方がた

くさんいます。現在の予防給付には訪問看護をはじめとする医療

系サービスも含まれていますが、その打ち切りは命に直結するこ

とになります。予防給付をなくし専門職であるヘルパーとの関わ

りを奪うことは、認知症の「早期発見・早期対応」を掲げた厚労

省の認知症施策（オレンジプラン）の内容にも逆行するものです。 

また、要支援者を保険給付から外すことで、必要な支援ができ

ずに逆に介護度が上がり、市町村の介護保険財政の圧迫につなが

る可能性もあります。 

以上のように、大変に問題が多い要支援者の保険給付外しの検

討を止めさせ、保険給付継続のために、国に対して「介護保険要

支援者の保険給付外しをせず、保険給付を継続すること」を求め

る意見書を提出してくださるよう請願します。 

 

○請願事項 

１、国に「介護保険要支援者の保険給付外しをせず、保険給付を

継続すること」を求める意見書を提出してください。 

 

付託委員 会  文教委員会 

紹介議員氏名  日恵野 佳 代 

 


